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はじめに―ベス・ケーリ氏について
ベス・ケーリ（Beth Cary）氏は、現在、アメリ
カ合衆国カリフォルニア州オークランドに在住す
る日本文学翻訳家であり、また、宮﨑駿氏や故伊
丹十三氏など、日本の映像文化を代表する監督や
映画人のアメリカにおける専任通訳として活躍を
続ける日米の文化媒介者とでもいうべき知識人で
ある。
ベス・ケーリ氏は、戦後、同志社大学教授とし
て活動されたオーテス・ケーリ氏の長女として、
京都に生まれた。神戸にあるインターナショナル
スクールで学び、20年を日本で暮らしたあと、ウ
エルズリー大学（マサチューセッツ州）を卒業し、
ふたたび日本に戻り、上智大学大学院修士課程（極
東アジア研究専攻）での勉学を終えた後、スタン
フォード大学東アジア研究センター、北カリフォ
ルニア日本協会などで要職を歴任したのち、1989
年より、日本文学や思想書の翻訳家として、また、
日米語通訳として独立し、現在に至っている。
ケーリ氏が携わった英訳書には、辻井喬『いつ
もと同じ春』、松本清張『砂の器』、円地文子『めく
ら鬼』、高橋治『絢爛たる影絵—小津安二郎』、梅
棹忠夫『文明の生態史観』などがあり、日本文化の
アメリカへの紹介者として、また、宮﨑駿監督や
伊丹十三監督・宮本信子夫妻の通訳として絶大な
信頼をうけてきた。
今回は、ベス・ケーリ氏を本学部に招き、ハリ
ウッドをはじめ、アメリカに日本の映像文化を紹
介する仕事に深く関わってこられたケーリ氏の体
験をもとに、アメリカで日本の映像文化やサブカ
ルチャーがどのように受け止められてきたか、そ
して、これからどんな課題があるのかについて、
「日本のアニメや映画はアメリカでどう受けとめ
られたか〜宮﨑駿監督を支える通訳家がみた異文
化コミュニケーションの現場から〜」という主題
で語っていただく機会を得た。
講演は、2017年4月20日、学部研究会主催で開
催された。その全記録は、youtubeの番組「日本
のアニメ／映像文化はアメリカでどう受け止めら
れているか」（https://youtu.be/le-EJeotmT4）とし
て、動画配信されている。この報告は、その講演
からアニメ文化に関する部分を選び、概要を伝え
るものである。
1 本稿は2017年4月20日（木）本学神戸三田キャンパスでの講演をもとにしたものである。
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写真1.	講演中のベス・ケーリ氏
Policy Topics
アメリカにおける日本アニメの認知状況
アメリカにおいて、日本のアニメを総合的
に、また、網羅的に紹介する書籍としては、The 
Anime Encyclopediaが筆頭に挙げられる。この
本は、1200ページを超える大著で、すでに３版目
が出版されていて、テレビアニメから映画までア
メリカにおける日本アニメの根強い人気を示すも
のとなっている。表紙を飾るのは、鉄腕アトムだ
が、アメリカでは、アストロボーイ（Astro Boy）
の名前で知られている。鉄腕アトムが表紙を飾っ
ているのは、この百科事典の編纂に深く関わって
いるアニメ研究家のフレデリック・ショット氏の
意見が反映されているように思われる。鉄腕アト
ムがアストロボーイとアメリカで呼ばれるのは、
アトムが原子爆弾を連想させるからである。この
ように異なった文化間で文化事象を伝達するとき
には、それぞれの文化のもつ文脈にそった修正が
不可欠であり、オリジナルを直訳するのでは、文
化を伝えることはできないことに留意してほし
い。ここに、翻訳機械によって置き換えることの
できない翻訳家の重要な役割がある。
宮﨑駿監督の思想
宮﨑駿監督の思想を知る上で欠くことのでき
ない著作に、『出発点1979〜 1996』と『折り返し点
1997〜 2008』の2冊がある。この2冊の翻訳を任さ
れ、アメリカでの出版を実現した。英語版のタイ
トルとして、Starting PointとTurning Point（写真
3）の名前をつけた。この2冊には、宮﨑監督の対
談、エッセー、書評、企画書など文字にされたあ
らゆるテキストが集大成されている。この他にも、
宮﨑駿監督のアニメ作品をアメリカに紹介する仕
事に携わった。写真（写真4）は、アメリカで公開さ
れた宮﨑作品の英語版パッケージの一覧である。
写真2.	The Anime Encyclopedia第３版の表紙
写真3.	宮﨑駿監督が書いたテキストを集成した
Starting Pointと Turning Point
写真4.	アメリカで公開された宮﨑作品の英語版
パッケージ（☆☆：アカデミー賞受賞、☆：アカ
デミー賞候補）
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この翻訳の仕事のために、宮﨑監督のスタジオ
を訪問したことがある。スタジオでお目にかかっ
た監督は、自分自身を職人であると自覚しておら
れるようで、この写真（写真5）のように、エプロ
ン姿をしておられた。
これら監督の書いたものの翻訳をとおして、監
督の思想に触れることができたと感じている。
（ケーリ氏の考えるところでは、）監督は、実に
複雑で矛盾に満ちたイメージを持っている。たと
えば、監督は、この世界を全体として捉えるとき
はたいへん悲観的な見方をしている一方、何か小
さなことでも前向きに取り組んでいこうとする姿
勢がある。たとえば、環境問題についていえば、
『風の谷のナウシカ』などにはそのような悲観的な
世界認識がみられるが、他方、監督自身は、自宅
近くの小川の清掃を熱心に続けている。監督のそ
のような活動に対する共感は、トトロの森となっ
て実現され、また、朝日新聞で監督が呼びかけた
「千年の森」構想となっている。この「千年の森」と
は、千年間人間が手を加えない森を育てようとす
る構想のことである。
宮﨑アニメのアメリカでの評価について
日本アニメについては、アメリカでは、日本製
テレビアニメも根強い支持があるが、やはり映画
化された長編の作品に対する評価が高い。一般市
民での評価はさておき、映像制作に携わる業界関
係者からの高い評価を集め続けている作家とし
て、宮﨑駿監督の右に出る者はないだろう。
たとえば、「トイ・ストーリー」を制作したピク
サーのジョン・ラセタ監督（写真6）は、宮﨑監督
の熱烈な支持者の一人だ。ラセタ監督の制作方法
は、3Dのコンピュータグラフィックスを多用す
る方法だが、宮﨑監督のストーリーテリングの手
法に感銘を受けている。
宮﨑監督が訪米したとき、カリフォルニア大学
バークレー校で講演をしたときの通訳を担当した
が、2千人が入る大きな講堂が一杯になるほど盛
況だった。このときの聞き手は、ロランド・ケ
ルズという日米のポップカルチャーの研究者で、
『ジャパナメリカ』という本の著者だったが、この
人の質問に答えて、宮﨑監督が話したことが非常
に興味深かった。
監督は、「私は世界が滅びることをある意味で
楽しみにしている」と語った。それに驚いている
と、監督はそれにつなげて、「だから、それまで
に自分に何ができるかを考えなければならない」
とも語った。また、技術というものは常に発展す
写真6.	「トイ・ストーリー」のジョン・ラセタ監
督（中央）と語る宮﨑監督
写真5.	スタジオ・ジブリにて。宮﨑駿氏（中央
右）とベス・ケーリ氏（中央左）
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るとは限らず、後退することもあるとも語った。
このような宮﨑監督の多面性が、文化を超えてア
メリカ人を引きつける大きな要素になっているよ
うに思われる。
スタジオ・ジブリの作品は、この4年間、連続し
てアカデミー賞にノミネートされている。賞に先
立って、現地では、それぞれの作品を短く紹介す
るイベントが企画され、昨年度は「風立ちぬ」がノ
ミネートされたので、鈴木プロデューサが訪米し
紹介に立った。「風立ちぬ」に関しては、戦闘機の
開発者が主人公なので、監督の戦争に対する姿勢
がどう受け止められるか、公開前の段階では、す
こし気になっていた。しかし、映画が上映される
と、主人公の飛行機設計への熱意が中心に描かれ
ており、アメリカ人にとって気になるような日米
戦争に対する評価などはテーマと関係がほとんど
なかったので、危惧するような反応はなかった。
日本アニメのかたちについて
3Dアニメ―ションや人体の動きをアニメー
ションに置き換えるコンピュータ・グラフィック
技術の発達によって、アニメはこれから激しい変
化を受けることが予想されている。しかし、それ
らの技術とは別に、人の手で描かれた二次元の絵
を動かすという手法へのこだわりが日本アニメに
はあると思われる。その象徴として、同じスタジ
オ・ジブリの高畑勲監督の「かぐや姫の物語」（写
真7）があるだろう。
通訳をした際に、高畑勲監督が語っていたこと
だが、このアニメの物語の背景、登場人物、風景
などについては、日本人ならほとんどの人がすべ
て知っていることに違いない。だから、すべてを
描き込むのではなく、余白を設けて、観客たちの
想像力で自由に補うことができるようにした。そ
れが、この作品のねらいとなっている。
どちらかといえば、宮﨑監督の作品がこの世界
に存在しないような架空の世界を舞台としている
ために、しっかりとディーテールを描き込む必要
があるのに対し、高畑監督の作品では、その逆で
ある。
この高畑監督が得意とする、細部をぼかして余
白を残し、観客に想像させる表現方法は、たいへ
ん新鮮で、アメリカの制作者たちに大きな影響を
与えただけではなく、ヨーロッパでも注目を集め
ているようにみえる。このような日本アニメの独
自なかたちは、これからも世界に多大な影響を与
写真7.	高畑勲監督作品「かぐや姫の物語」
写真8.	高畑勲監督とオスカー像の前で
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えていくに違いない。
また、日本人作家だけでなく、日本のアニメ制
作者が世界各地の優れた作家を発掘し、世界に紹
介していくような試みも始められている。たとえ
ば、「ザ・レッドタートル」という作品は、スタジ
オ・ジブリがプロデュースし、ロンドン在住のオ
ランダ人のマイケル・デュドク・ドゥ・ヴィット
監督が制作したアニメーション映画である。この
ような試みが、今後も幅広く展開されることが日
本アニメのもう一つの重要な役割となるだろう。
（報告文責：山中速人）
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